
 

Hybrid Dual-Use/Double Income 

異なる領域・用途にも利用可能な両用技術（デュアルユース）で、既存事業と極限環境分野双方

（ハイブリッド）から収益確保を目指す。 

※デュアルユースの本来の意味は「軍事と民生の双方で活用できる技術＝軍民両用技術」のことですが、本研究会で

は『異なる領域・用途にも利用可能な両用技術（広義のデュアルユース）』とします。 

【取り扱い領域】 

ロボティック・ミッション・フロンティア 

宇宙（月資源探査）、海洋（センシング・モニタリング、海底資源探査）、防衛（自衛隊員支援）、エネル

ギー（原子力発電所、核融合発電）等 

【目標】（何を実現するか） 

・民間⇔極限環境分野の供給網への新規参入支援（素材、部品、各種機器など） 

・民間⇔極限環境分野の橋渡し支援 民間の先端技術を極限環境分野への取り込み（スピンオン）⇔極限

環境分野で鍛えた技術を民間で活用する(スピンオフ) 

・日常環境でも、極限環境現場(プロユース)でも共有して使える無人機の実現 など 

【対象者】 

・極限環境分野で新たなビジネス参入を考えている経営者や管理職、技術者の方 

・既存事業の民生品を極限環境用途に適用（カスタマイズ）させたいと考えている方 

・新規ビジネスや副業、学び直しを模索されている方 など 

【収益目標】 

収益比率 8：2   民間の事業活動で 8 割、極限環境分野で 2 割を目指す 

【年会費】 

A. 6 万円 B. 3 万円（設立 5 年以内のスタートアップ及び起業予定者） 

【参加特典】 

・極限環境分野でのデュアルユースに関する最新情報の提供 

・デュアルユースの実践企業との交流、情報共有会への参加 

・展示会出展料の割引 など 

【申し込み】 

seminasanka [a]npo-ric.org   ※[a]は@に変更してお送りください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取り扱い分野・領域】 

ロボティック・ミッション・フロンティア 

宇宙 

（月探査） 

海洋 

（海底探査など） 

防衛 

（自衛隊員支援） 

エネルギー 

（原発・核融合発電など） 

【共通技術】 

無人・自律移動・群れ制御・データ収集/分析・物理的作業など 

ニーズ、技術、運用、収益 

ハイブリッドデュアルユース/ダブルインカム 

会員 


